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されて人工雪の研究を開始した。 図 l はその装
置を示す。 発砲スチロールの箱の蓋にペットボ
















始め、 30分ほどで 1 cm程度の長さの結晶に成長
した。 結晶成長の過程を、時間を追って撮影し








雪の結晶には、枝の軸方向に 2 本の溝がある 。
しかしこのペットボトル方式でできた結晶には、





写真 1 : ペッ ト ボトル方式による人工結晶生成過程
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この溝が見られない。 また、軸から出た小枝の間隔がお互いに接近している 。 この結品は物体表面に
付着して成長する霜の結晶に似ている 。 これらのことより、このペッ トボトル方式でできる結晶は、





















図 2 は装置の断面図を示す。 カップラーメン
のビッグサイズに使われるスチロール容器
(85mm<þ)を適当な 高さ(約500un) に切断して、
それをプラスチック容器(130x 130 x 65mm)の
中に置く。スチロール容器の中にはブライン約























図 3 : ブラインの温度の時間変化







逆さまに伏せ、 観察窓とする。シャ ーレ とプラス
チックが接触する場所にシ リコ ングリースを塗り、
















したものである 。 これより、アクリル表面の温度 写真 3 :塩と氷を用いる人工雪生成装置と顕微
鏡観察、矢印は人工雪生成装置は 5 分程度で 12 ~ -160Cの温度に下がることが




に大きく影響してくる 。 室温が20"(近くのときは、 60~70%近くの湿度が適当である 。 湿度が高すぎ
ても低すぎても、よい雪の結晶はできない。 室内の空気が低すぎるときは、大きなビニール袋の中に
水を入れ、 湿度を適当に上げ、その中に装置を入れて蓋をする 。 蓋をしてしまえば中は密閉されるの
で、外に出して顕微鏡観察ができる 。 写真 3 は、 実体顕微鏡を用いて人工雪生成装置の中の結晶を観
察している様子である 。
この装置では、アクリル板をのせてから 1 ~ 2 分くらいで結晶が見え始め、 20分くらいで結晶の成
長は止まる 。 この問、結晶は 1 ~ 2 mm程度の大きさまで成長する 。 写真 4 は結晶の成長過程を写真に
撮ったものであ右。 (a)はアクリル板をブラインの上に乗せてから 13分後、 (b)は 16分後、 (c)は2 1分後
の写真である 。 このときの室温は200Cである 。 この写真より、 星状六花から広幅六花へ成長していく
様子がよく分かる 。 これらの結晶は、自然雪の結晶と同じくらい完全な対称性を持っている 。 また、










程: (a)はブラインの上にアクリル を 乗
せてから 13分 後、 (b) は 16分後、 (c) は 21
分後、 白線の長 さ は 1 mm 
写真 5 :結晶間の干渉による対称性の乱








中谷が示したように、 雪の結晶の形は水蒸気の過飽和度と温度により決まる 。 この人工雪生成装置
においても、室内の湿度やアクリ jレ表面の温度によって結晶の形は変化する。写真 6 は角板の結晶で
あり 、 写真 7 はつづみ型の結晶である。また、この人工雪生成装置では温度、 湿度のみならず、基板
の特性によっても結晶の形が変化する傾向がある 。 写真 8 はアクリルに代わって黒の塩ピ(塩化ビニ










晶ができている 。 また写真10はビニールテープの上にできた結晶である 。 ビニールテープは、銅版 (0 .













ll(a)は、静電気を持つアクリル板の上に薄いカバーガラス (0 . 15mm厚)を重ねたときのものである。
アクリル板のみ用いる場合と 同 じように結晶ができている。アク リルからの静電界が、カバーガラス
上部に及ぶためと考えられる 。 これに対して写真ll(b)は 、 ガラス板の上にカバーガラスを重ねたと
























図 6 : 結晶の成長過程を示す概念図
(b) 







この表面から 3 mm上方の温度は図 5 より lOOCである 。 その微粒子は、ゆっくりと基板の表面に落ち
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